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心
や
道
に

２ １１
612

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
70

回
全
国
大
会
は
、
金
子
健
次
全

国
大
会
実
行
委
員
会
委
員
長

（
福
岡
県
柳
川
市
長
）
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
続
い
て
、

古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長
が
、
次
に
、
吉
岡
幹
夫
国

土
交
通
省
道
路
局
長
（
国
土
交

通
大
臣
代
理
）
が
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

地
元
か
ら
は
小
川
洋
福
岡
県

知
事
、
髙
島
宗
一
郎
福
岡
県
福

岡
市
長
、
吉
松
源
昭
福
岡
県
議

会
議
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
金
子
健
次
全
国
大

会
実
行
委
員
会
委
員
長
を
議
長

に
指
名
し
議
事
に
入
っ
た
。

　

続
い
て
、
中
村
博
生
全
国
大

会
実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
熊

本
県
八
代
市
長
）
か
ら
道
路
整

備
を
求
め
る
意
見
発
表
が
行
わ

れ
、
大
会
決
議
案
を
合
馬
敬
全

国
大
会
実
行
委
員
会
副
委
員
長

（
参
議
院
協
会
理
事
）
が
朗
読

し
、
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
全
国
大
会

に
つ
い
て
、
田
下
昌
志
長
野
県

建
設
部
長
か
ら
発
言
が
あ
り
、

令
和
３
年
10
月
21
日
に
長
野
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
賛
成
多

数
で
了
承
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
横
尾
俊
彦
全
国
大

会
実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
佐

賀
県
多
久
市
長
）
の
閉
会
の
こ

と
ば
に
よ
り
大
会
が
終
了
し

た
。

　

大
会
後
、
桑
野
和
泉
氏
（
由

布
院
玉
の
湯　

代
表
取
締
役
社

長
）
に
よ
る
講
演
会
「
九
州

の
み
ち
づ
く
し　

～
由
布
院

復
興
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
被
災
者
の
皆
様
に
あ
ら
た

め
て
私
か
ら
も
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
そ
う

し
た
新
し
い
考
え
の
中
で
、
ふ

る
さ
と
の
未
来
の
国
土
軸
を
残

す
た
め
に
努
力
を
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
大

変
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
会

議
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
24
年
、

１
９
４
９
年
に
先
人
や
先
達

の
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、
道

は
命
、
道
は
国
の
力
な
り
、
を

理
念
と
し
て
設
立
を
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
、
今
日
ま
で
先
人
や

先
達
が
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代

に
必
要
な
全
国
道
路
利
用
者

会
議
の
責
任
と
い
う
も
の
を
見

据
え
、
柔
軟
な
、
そ
し
て
前
進

的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
そ

の
歩
み
を
続
け
、
今
日
で
70
回

の
記
念
す
べ
き
大
会
を
迎
え
る

に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
先

人
や
先
達
の
長
い
間
の
ご
努
力

に
改
め
て
敬
意
を
表
し
、
そ
れ

を
繋
い
で
い
く
私
達
が
、
こ
の

時
代
に
、
全
国
道
路
利
用
者
会

議
は
何
を
必
要
と
し
て
い
る
、

何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、
と

い
う
の
を
常
に
心
に
留
め
な
が

ら
、
前
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
道
路
利
用
者
会

議
は
、
道
路
建
設
を
促
進
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
道
路
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
事
業
者
の
方
々

の
道
路
に
対
す
る
期
待
、
そ
し

て
様
々
な
ご
意
見
、
こ
う
い
っ

た
も
の
を
反
映
す
る
全
国
道
路

利
用
者
会
議
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
新
し
い
歩
み
も
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

菅
政
権
も
誕
生
致
し
ま
し

た
。
残
す
べ
き
も
の
を
残
し
、

新
し
い
も
の
を
改
革
し
て
い

く
、
こ
れ
が
菅
内
閣
の
お
考
え

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
公
共

事
業
の
在
り
方
、
道
路
事
業
の

在
り
方
、
今
の
時
代
に
我
々
が

な
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
だ
け
で
は
な
く
て
、

１
０
０
年
先
、
２
０
０
年
先
の

未
来
に
、
公
共
事
業
や
道
路
事

業
と
い
う
も
の
が
、
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
を
設
立
当
時
の
原

点
に
返
り
、
道
は
命
、
道
は
国

の
力
な
り
を
、
も
う
一
度
私
た

ち
の
心
の
中
に
蘇
ら
せ
、
前
進

を
続
け
て
い
く
大
会
に
し
た

い
、
こ
の
よ
う
に
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
全
国
道
路

利
用
者
会
議
の
様
々
な
事
業
と

理
念
に
し
っ
か
り
と
温
か
い
ご

協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
記
念
す
べ
き
全
国

道
路
利
用
者
会
議
第
70
回
大
会

が
、
大
勢
の
会
員
の
皆
様
に
ご

参
集
い
た
だ
き
、
私
の
ふ
る
さ

と
で
も
あ
り
ま
す
福
岡
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
感
慨
ひ
と

し
お
の
も
の
を
覚
え
ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
、
今
年
も
７

月
の
集
中
豪
雨
、
そ
し
て
台
風

９
号
・
10
号
、
九
州
は

ま
さ
に
甚
大
な
被
害
を

毎
年
毎
年
こ
う
む
る
地

域
で
あ
り
ま
す
。
被
災

者
の
皆
様
方
に
は
、
復

旧
と
復
興
に
今
、
変
な

ご
苦
労
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
、
従
来
の
復
旧
・
復
興
で

は
、
こ
の
時
代
に
は
駄
目
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
１
０
０
年
先
の
未
来
を

見
据
え
た
復
興
、
こ
う
し
た
強

固
な
国
土
軸
を
未
来
の
、
こ
れ

か
ら
の
子
供
達
、
次
世
代
の
人

達
に
残
す
、
そ
う
し
た
強
靭
な

会
長
挨
拶

古
賀
　
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長

【
国
土
交
通
省
】

吉
岡
幹
夫
道
路
局
長
、
村
山
一

弥
九
州
地
方
整
備
局
長

【
福
岡
県
】

小
川
洋
福
岡
県
知
事
、
髙
島
宗

一
郎
福
岡
市
長
、
吉
松
源
昭
福

岡
県
議
会
議
長
、
阿
部
真
之
助

福
岡
市
議
会
議
長

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
》

古
賀
篤
、
原
田
義
昭
、
藤
丸
敏

《
参
議
院
議
員
》

松
山
政
司
、
佐
藤
信
秋
（
全
国

道
路
利
用
者
会
議
会
長
特
別
補

佐
）

【
高
速
道
路
株
式
会
社
】

前
川
秀
和
西
日
本
高
速
道
路
㈱

代
表
取
締
役
社
長
、
堀
圭
一
東

日
本
高
速
道
路
㈱
建
設
部
長
、

山
口
直
宏
中
日
本
高
速
道
路
㈱

建
設
技
術
部
長
、
諸
橋
雅
之
首

都
高
速
道
路
㈱
企
画
環
境
部

長
、
奥
村
康
博
阪
神
高
速
道
路

㈱
取
締
役
執
行
役
員
、
大
江
慎

一
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱

取
締
役
常
務
執
行
役
員

【
福
岡
県
市
町
村
長
】

関
好
孝
大
牟
田
市
長
、
大
久
保

勉
久
留
米
市
長
、
大
塚
進
弘
直

方
市
長
、
片
峯
誠
飯
塚
市
長
、

二
場
公
人
田
川
市
長
、
三
田

村
統
之
八
女
市
長
、
西
田
正

治
筑
後
市
長
、
倉
重
良
一
大
川

市
長
、
後
藤
元
秀
豊
前
市
長
、

福
田
健
次
中
間
市
長
、
加
地
良

光
小
郡
市
長
、
藤
田
陽
三
筑
紫

野
市
長
、
井
上
澄
和
春
日
市

長
、
井
本
宗
司
大
野
城
市
長
、

伊
豆
美
沙
子
宗
像
市
長
、
楠
田

大
蔵
太
宰
府
市
長
、
田
辺
一
城

古
賀
市
長
、
原
﨑
智
仁
福
津
市

長
、
髙
木
典
雄
う
き
は
市
長
、

有
吉
哲
信
宮
若
市
長
、
林
裕
二

朝
倉
市
長
、
赤
間
幸
弘
嘉
麻
市

長
、
松
嶋
盛
人
み
や
ま
市
長
、

月
形
祐
二
糸
島
市
長
、
武
末
茂

喜
那
珂
川
市
長
、
木
原
忠
宇
美

町
長
、
三
浦
正
篠
栗
町
長
、
世

利
良
末
志
免
町
長
、
平
松
秀
一

須
恵
町
長
、
長
崎
武
利
新
宮
町

長
、
久
芳
菊
司
久
山
町
長
、
箱

田
彰
粕
屋
町
長
、
宮
内
實
生
岡

垣
町
長
、
古
野
修
遠
賀
町
長
、

松
尾
勝
徳
小
竹
町
長
、
岡
﨑
邦

博
鞍
手
町
長
、
井
上
利
一
桂
川

町
長
、
田
頭
喜
久
己
筑
前
町

長
、
澁
谷
博
昭
東
峰
村
長
、
中

山
哲
志
大
刀
洗
町
長
、
境
公
雄

大
木
町
長
、
渡
邉
元
喜
広
川
町

長
、
筒
井
澄
雄
香
春
町
長
、
寺

西
明
男
添
田
町
長
、
原
口
正
弘

川
崎
町
長
、
道
廣
幸
赤
村
長
、

黒
土
孝
司
福
智
町
長
、
遠
田
孝

一
苅
田
町
長
、
井
上
幸
春
み
や

こ
町
長
、
花
畑
明
吉
富
町
長
、

坪
根
秀
介
上
毛
町
長
、
新
川
久

三
築
上
町
長

【
福
岡
県
利
用
者
団
体
】

倉
富
純
男
福
岡
県
バ
ス
協
会
会

利用者の意見を反映し、未来を見据えた道路整備の推進を！
全
国
道
路
利
用
者
会
議
　
第
70
回
全
国
大
会
を
福
岡
県
で
開
催

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
10
月
15
日
（
木
）
福
岡
県
福
岡
市
「
福
岡
国
際
会
議
場
」
に

お
い
て
第
70
回
全
国
大
会
（
臨
時
総
会
）
を
開
催
し
た
。
会
員
約
６
０
０
名
が
参
加
し
、
吉

岡
幹
夫
国
土
交
通
省
道
路
局
長
（
国
土
交
通
大
臣
代
理
）
、
小
川
洋
福
岡
県
知
事
、
髙
島
宗

一
郎
福
岡
県
福
岡
市
長
、
吉
松
源
昭
福
岡
県
議
会
議
長
な
ど
、
来
賓
が
多
数
出
席
し
た
。
議

事
で
は
、
道
路
整
備
に
対
す
る
意
見
発
表
、
役
員
の
一
部
改
選
等
が
行
わ
れ
、
地
方
創
生
及

び
国
土
強
靭
化
を
推
進
し
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
早
期
に
発
揮
さ
せ
、
必
要
な
道
路
整
備
を
計

画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
大
会
決
議
の
採
択
を
行
っ
た
。

決
議
文
朗
読合馬　敬

全国大会実行委員会
副委員長

参
議
院
協
会
理
事

次
期
大
会
招
請
発
言

田下昌志
長野県建設部長

閉
会
の
こ
と
ば横尾俊彦

全国大会実行委員会
副委員長

佐
賀
県
多
久
市
長

長
、
眞
鍋
博
俊
福
岡
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

井
上
貴
博
、
鬼
木
誠
、
宮
内
秀

樹
、
鳩
山
二
郎
、
麻
生
太
郎
、

三
原
朝
彦
、
山
本
幸
三
、
武
田

良
太
、
城
井
崇

《
参
議
院
議
員
》

大
家
敏
志
、
自
見
は
な
こ
、
下

野
六
太
、
高
瀬
弘
美
、
河
野
義

博【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

井
上
貴
博
、
鬼
木
誠
、
古
賀

篤
、
宮
内
秀
樹
、
原
田
義
昭
、

１
０
０
年
の
ま
ち
づ
く
り
～
」

が
行
わ
れ
た
。

《
関
連
記
事
は
２
・
３
面
》

鳩
山
二
郎
、
麻
生
太
郎
、
三
原

朝
彦
、
武
田
良
太
、
城
井
崇

《
参
議
院
議
員
》

大
家
敏
志
、
自
見
は
な
こ
、
松

来
賓
紹
介

山
政
司
、
下
野
六
太
、
高
瀬
弘

美
、
古
賀
之
士
、
足
立
敏
之
、

佐
藤
信
秋

〈
敬
称
略
〉


